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1:25,000 活断層図 濃尾断層帯とその周辺 

「能
の う

郷
ご う

白山
は く さ ん

」 解説 

 

濃
のう

尾
び

断層帯は，両
りょう

白
はく

山地から濃尾平野北方にかけて概ね北西－南東方向に延びる断層

帯で，温
ぬく

見
み

断層，濃尾断層帯主部，揖
い

斐
び

川
がわ

断層帯および武
む

儀
ぎ

川
がわ

断層から構成される（地震

調査研究推進本部地震調査委員会，2005）．本図には，濃尾断層帯を構成する温見断層，

濃尾断層帯主部に包括される根尾
ね お

谷
だに

断層および黒
くろ

津
づ

断層，揖斐川断層帯に包括される揖斐

川断層のほか，オリ谷
たに

断層や複数の推定活断層が記載されている． 

 

温見断層は，福井県今立
いまだて

郡池田町から大野市南部を経て岐阜県本巣市北部に至る断層で

ある（地震調査研究推進本部地震調査委員会，2005）．本図においては，大野市の白谷
しらたに

付

近（図郭西端）から温見峠を経て，本巣市根尾
ね お

下
しも

大
おお

須
す

付近まで北西－南東方向に分岐断層

を伴いながら延びる長さ約 19 km の南東部区間が記載される．段丘面や山地斜面を変位さ

せる低断層崖が断続的に認められるとともに，さまざまな大きさの河谷に明瞭かつ系統的

な左屈曲が確認されることから，左横ずれを主体とし北東側隆起（南西落ち）の上下変位

を伴う確実な活断層とした．本図内の温見断層沿いでは複数箇所で第四紀後期の堆積物を

変位させる活断層露頭が報告されている（吉岡ほか，2001；佐々木・上田，2012）． 

根尾谷断層は，福井県大野市南部から 岐阜市北西部に至る断層である（地震調査研究

推進本部地震調査委員会，2005）．本図においては，福井県大野市と岐阜県揖斐川町の境

に位置する能郷白山の南西部から本巣市根尾
ね お

まで分岐断層を伴いながら北西－南東方向

に延びる長さ約 12 km の中北部区間が記載される．段丘面や山地斜面を変位させる低断層

崖が断続的に認められるとともに，さまざまな大きさの河谷に明瞭かつ系統的な左屈曲が

確認されることから，左横ずれを主体とする確実な活断層とした．濃尾地震（1891）時に

は、能郷白山付近以南の根尾谷断層沿いにおいて地震断層が出現したことが知られている

（松田，1974）．また，本図内の根尾谷断層沿いでは複数箇所で第四紀後期の堆積物を変

位させる活断層露頭が報告されているとともに（松田，1974；佐々木・上田，2012），能郷

白山の南西部では田中ほか（2017）によってトレンチ調査が行われ，本断層が完新世に繰

り返し活動していることが確認されている． 

黒津断層は，本図から南に隣接する活断層図「谷汲」に延びる長さ約 12 km の断層であ

る．本図においては，本巣市の越
お

新
しん

谷
だに

付近から同市根尾黒津を経て尾砂
お さ ご

谷
たに

付近まで，北西

－南東方向に直線的に延びる長さ約 9 km の主要部区間が記載される．段丘面を変位させ

る低断層崖が同市根尾黒津付近に確認されることや河谷に系統的な左屈曲が認められる

ことから，左横ずれを主体とし，一部に南西側隆起（北東落ち）の上下変位を伴う確実な
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活断層とした．断層中央部の根尾黒津付近では、濃尾地震（1891）時に地震断層が出現し

たことが報告されている（松田，1974）．また，根尾黒津付近の段丘面上では高木ほか（2017）

によってトレンチ調査が行われ，3～4 万年前以降に少なくとも 2 回の活動があったこと

が確認されている． 

揖斐川断層は，岐阜県揖斐郡揖斐川町から本巣市に至る断層である（地震調査研究推進

本部地震調査委員会，2005）．本図においては，揖斐川町の徳山湖付近から本巣市小
お

倉
ぐら

付

近まで北西－南東方向に延びる長さ約 5 km の一部区間が記載される．本図内に第四紀後

期の地形面を確実に変位・変形させている箇所は確認できないが，西に隣接する活断層図

「冠山」への延長部では段丘面を変位させる低断層崖が認められることや本図内でも複数

の河谷に左屈曲が認められることから，左横ずれを主体とする確実な活断層とした． 

揖斐川断層と根尾谷断層の間には，本巣市の白谷
しらたに

から根尾長島
ながしま

付近に至るほぼ東西走向

の短い断層が分布する（長さ約 3 km）．第四紀後期の地形面を確実に変位・変形させてい

る箇所は確認できないが，河谷の右屈曲などの地形的特徴に基づき，推定活断層とした． 

 オリ谷断層は，本図の東南域に位置し，山県市白岩
しらいわ

付近から分岐断層を伴いながら北東

方向に本図の外側（東側）まで延びる断層である．本図内での長さは約 5 km である．山

地斜面を変位させる低断層崖や河谷の系統的な右屈曲が認められるとともに，本活断層図

作成のための現地調査で第四紀後期の堆積物を変位させる活断層露頭が確認されたこと

から，右横ずれを主体とする確実な活断層とした． 

本図の北東端付近では, 大野市のカン谷
たに

付近から猿
さる

塚
づか

の南側を経て東へ至るほぼ東西

走向の断層が横切る．本図内での長さは約 7 km である．第四紀後期の地形面を確実に変

位・変形させている箇所は確認できないが，河谷の右屈曲や鞍部列などの地形的特徴から

推定活断層とした． 

また，本図の中東部には明
みょう

神
じん

山
やま

北西から本巣市根尾下大須付近に至るほぼ南北走向で

長さ約 6 km の断層が分布する．この断層についても第四紀後期の地形面を確実に変位・

変形させている箇所は確認できないが，山地斜面に極めて明瞭かつ直線的な傾斜変換線が

認められることから推定活断層とした． 

（千葉大学准教授 金田平太郎） 
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